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１．主な教育・研究の概要 
（1） ディプロマ・ポリシー 

＜文学部＞ 

文学部は、〈言葉の力〉を不断に練磨することにより、〈人間探究〉の精神と〈創造的思考力〉とを身

につけて、社会の発展に寄与できる優れた人材を育成することを教育目的とし、以下の能力を修得した学

生に学士の学位を授与する。 

（1）〈人間探究〉の精神を不断に持ち続けることができる。（関心・意欲・態度） 

（2）〈創造的思考力〉すなわち「物事の本質を認識する力」、「問題を分析し情報を整理する力」、

「課題を発見し解決策を導き出す力」、「論証を通して自分の考えを伝える力」を発揮できる。

（思考・判断・技能） 

（3）人類の知的・文化的遺産を正しく継承し、現代社会に対して深く洞察することができる。（知

識・理解） 

（4）〈言葉の力〉を不断に練磨することができる。（表現・態度） 

（5）最終的学修成果として各学科が求めるものは以下の通りである。 

 

国文学科 

 読解力の深化、問題発見能力の開発、調査能力すなわち情報収集・整理・批判能力の体得、論理的思考

力の練磨、自己表現力の獲得等、知的社会に生きる現代人に必須の様々な能力を身につけること。 

 

総合英語学科 

 英語で自在に「読み」「書き」「聞き」「話す」ことのできる高度な英語運用能力、技能を活用した思

考力・判断力・発信力、さらに、日本および英語が使われる国や地域の歴史・文化についての深い知識を

備えた鋭い国際感覚を身につけること。 

 

教育学科 

 児童の個性に寄り添える確かな専門的知識と優れた実践的能力をもつとともに、特別支援を必要とする

児童への深い理解と障害の多様化・重度化に適切に対応できる実践力を備えること。さらに学校教育の枠

を超えた生涯学習分野に活躍の場を求める場合も新しい時代の教育に対応できる基本を修得し、柔軟な思

考力をもったリーダーたる力を身につけること。 

 

英文学科 

 英語圏文化や歴史を英語で学び、英語という言葉の背景への見識を深め、さらに情報化時代に対応した

コンピュータリテラシーを修得して、英語でプレゼンテーションできること。 

 

＜人間情報学部＞ 

人間情報学部人間情報学科では、「合理的・論理的・科学的に思考する力」、「変わりゆく人間社会の

未来を予測できる力」、「様々な情報資源を的確に活用できる力」、そして「ヒューマンフレンドリーな

情報社会に貢献できる力」を身に付けた人材を育成することをめざしている。この目標を達成するため

に、以下にあげるような能力を修得した学生に学位を授与する。 

 

人間情報学部人間情報学科（3専修共通） 

（1）人間情報学についての学問の内容と方法を理解し、ものづくりや情報サービスに活用することが

できる（知識・理解） 

（2）人間、情報、コンピュータの特性を科学的に考察し、合理的・論理的・科学的に思考や判断する
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ことができる（思考・判断） 

 

情報デザイン専修 

（1）人間の感性やユニバーサルデザインの観点から情報サービス・製品・空間を効果的にデザインで

きる（関心・意欲・態度） 

（2）人にやさしく豊かなデジタルライフを提案・創造できる（技能・表現・態度） 

 

心理情報専修 

（1）より良いモノづくりや情報サービスに向けて、心理学の観点から、人間とモノとの関わりを理

解・考察することができる（関心・意欲・態度） 

（2）人間の知覚特性や行動特性を科学的に検証し、定量化・可視化・文章化することができる（技

能・表現・態度） 

 

情報システム専修 

（1）情報システムの設計・開発や情報サービス提供のための問題探求能力を身に付けている（関心・

意欲・態度） 

（2）適切な情報活用のために、ユーザの多様性に配慮した情報システムや情報サービスを企画・提案

できる（技能・表現・態度） 

 

＜心理学部＞ 

現代の心理学は実証主義に基づく経験科学であり、また、現実生活で生じる人と人、人と環境のダイナ

ミックな相互作用現象を問題にする行動科学である。したがって、現象を机上のみで理解するのではな

く、現象を捉える客観的なデータの収集、分析、考察という、段階的に積み上げていく科学的アプローチ

が必要とされる。心理学部ではこのような特徴をもつ現代心理学の学修を通じて、心の多様性と普遍性を

理解し、他者を尊重するとともに、自己を正しく表出することができる人材、さらには人間関係の中で生

じる諸問題に適切に対処することができる人材を育成することを目指している。この目標を達成するた

め、人間行動のさまざまな現象を現代心理学の主要な領域である「生理・認知」「社会」「発達」「臨

床」の4つの領域から多角的な視点で総合的に究明するカリキュラムを編成し、以下のような知識・能力

を身につけた者に学位を授与する。 

（１）心の多様性と普遍性、人と人、人と環境の相互作用を理解する力 

（２）科学的な根拠に基づいて実証的に分析し、論理的に思考する力 

（３）幅広い人間行動や社会現象の中から問題点を発見し解決していく力 

（４）ディスカッションやプレゼンテーションを含むコミュニケーション力 

 

＜創造表現学部＞ 

創造表現学部では、それぞれの専攻の学修を通じて「表現力」「創造力」「コミュニケーション力」を

高めることによって、豊かな自己表現ができ、実社会の諸問題にも適切な対処ができる人材の育成を目標

にしている。この教育目標を達成するために、以下にあげるような能力を修得した学生に学位を授与す

る。 

 

創造表現学科 創作表現専攻 

（1）知的財産としての言語文化・表象文化に関する見識を持ち、その価値の継承・発信の社会的意義

を理解することができる。（知識・関心・理解） 

（2）文化的叡智に幅広く触れることで総合的な判断力を養い、自己の考えを他者に的確に伝えること

ができる。（思考・判断） 
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（3）文芸を中心とした創造的な表現活動に携わり得る知識と実践的な表現技術とを身につけることが

できている。（技能・表現） 

 

創造表現学科 メディアプロデュース専攻 

（1）PCやメディア機器を使用する映像処理を理解し、ビデオやパンフレットなどのメディアコンテ

ンツの制作に関する基礎知識を身につけている。（技能・表現） 

（2）各種メディアの特徴を理解し、メディアを利用して豊かに表現、発想ができ、戦略的に企画・立

案する能力を身につけている。（関心・態度） 

（3）現代社会の問題を読み解き、時代のニーズを的確に捉え、社会的視座を持って問題解決に臨むこ

とができる。（知識・理解） 

 

創造表現学科 建築・インテリアデザイン専攻 

（1）周辺環境、文化的背景、機能や経済性などの多様な条件を読み解き、建築・インテリアに関わる

各種課題を解決するために必要な思考力・判断力を有する。（思考・理解・判断） 

（2）コンセプトを的確に伝えるプレゼンテーション能力と共同作業に必要なコミュニケーション能力

を身につけている。（表現・態度） 

（3）建築の専門的知識と技能を身に付け、一級建築士などの資格を目指すことができる。（知識・技

能） 

 

＜健康医療科学部＞ 

健康医療科学部は高齢者や障がいのある人をはじめ、すべての人の生活の質を向上することに貢献し得

る人材、さらに良い人間関係を築くための対人技術および他者への理解と尊重を有する人材の育成を目標

にしている（態度）。この教育目標を達成するために、以下の能力を習得した学生に学位を授与する。 

 

医療貢献学科 言語聴覚学専攻 

① 言語聴覚士の国家資格を目指し、障がい児・者支援のための専門家として必要な知識と技能を有す

る者（知識・技能） 

② 職能の範囲にとどまらず、豊かなコミュニケーション能力を有し、必要に応じて問題点を発見し、

新しい検査・評価・訓練・指導・支援の技法の開発および評価を行い得る知識と技能を有する者

（意欲・判断力・開発力・コミュニケーションスキル） 

③ 科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（科学的思考力） 

 

医療貢献学科 視覚科学専攻 

① 視能訓練士の国家資格を目指し、障がい児・者支援のための専門家として必要な知識と技能を有す

る者（知識・技能） 

② 職能の範囲にとどまらず、必要に応じて問題点を発見し、新しい検査・評価・訓練・指導・支援の

技法の開発および評価を行い得る知識と技能を有する者（意欲・判断力・開発力） 

③ 科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（科学的思考力） 

 

スポーツ・健康医科学科 

① スポーツ科学および健康医科学に関する幅広い知識を有し、その知識を背景に、生涯にわたる健康

の維持・増進に携わる専門家として認められる者（知識・技能） 

② 習得した知識をもとに生涯健康に関する諸問題に対し、自ら考え、解決策を見出し、それをもとに

行動できる者（判断・関心・行動） 

③ 健康と運動に関する問題に対し、科学的な根拠にもとづいて実証的に分析する能力を有する者（科
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学的思考力） 

 

健康栄養学科 

① 管理栄養士として必要な幅広い教養と、専門的かつ科学的知識、高度な実践能力を有し、人々の健

康の保持・増進、生活の質の向上を通して健康長寿社会に貢献していく高い志を有する者（知識・

技能） 

② 強い使命感と判断力、豊かなコミュニケーション能力を有し、各ライフステージおよび人々の状況

に対応した適切な栄養管理を、他職種と協調しながら遂行できる者（意欲・判断力・コミュニケー

ションスキル） 

③ 「健康」と「栄養」、「食」に関する問題を自ら発見し、問題解決に向け、科学的根拠に基づいて

実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（創造的・科学的思考力） 

 

＜福祉貢献学部＞ 

福祉貢献学部では、福祉に関する社会のしくみと対象の理解に必要な基礎知識を修得したうえで、対象

者の求めと必要を理解し、総合的に判断・実践できる人材の育成を目標にしている。この教育目標を達成

するために、以下にあげるような能力を習得した学生に学位を授与する。 

① 知識・理解 

 人を多面的に理解し、人と社会環境の視点から問題・課題を理解することができる。 

② 関心・意欲・態度 

 乳幼児期から高齢期までの人々の尊厳を重視してかかわることができる。 

③ 思考・判断 

 対象者の求めと必要を理解し、総合的に判断することができる。 

④ 技能・表現 

 体験と実習をとおして学びを深め、専門職としての基礎的実践力を身につけている。 

 

＜交流文化学部＞ 

交流文化学部は、様々な文化背景を持つ人々との交流を通して、相互理解と尊重に基づきグローバル社

会の発展に積極的に貢献する人材の育成を目標にしている。この教育目標を達成するために、以下の能力

を修得した学生に学位を授与する。 

（1）多文化・異文化に関する基本的な知識を習得し、広い視野から社会をとらえ、理解することがで

きる。（知識・理解） 

（2）多様な考え方・生き方を受け入れることができる。（態度） 

（3）獲得した知識・技能・態度などを活用して問題の解決を図ることや新しい社会・文化を生成する

ことに貢献できる。（思考・判断） 

（4）日本語と特定の外国語を用いて、読み・書き・聞き・話すことができる。多様な文化的背景を持

つ人々と効果的なコミュニケーションができる。（技能・表現） 

（5）継続的に、自律して学習・探求することができる。（関心・意欲） 

 

＜ビジネス学部＞ 

ビジネス学部は、実社会で自ら道を切り開く人材の育成を目指す学部である。ビジネスに関する専門知

識はもちろんのこと、「コミュニケーション能力」「行動力」をも兼ね備えた有能な「ビジネスパーソ

ン」を育成する。 

将来予想される多様なキャリアパスに対応するために、次の4つの能力を学部教育の中で共通に修得で

きる能力として掲げている。 

DP①：【つながるチカラ】 
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ビジネスパーソンとして必要となるコミュニケーション力が身についている 

DP②：【適応するチカラ】 

多様な業界に関する知識を修得し、シゴトを理解していると同時に高い職業意識を持っている 

DP③：【応用するチカラ】 

資格を取得し、そのスキルを社会で役立てることができる 

DP④：【行動するチカラ】 

企業と連携したプログラムや海外研修など、実践を通して主体的にやり抜く力を身につけてい

る 

 多様なキャリアパスに対応するためには軸となる「専門知識」が不可欠である、との観点から、「学び

の専門性」をさらに高めることを目的とする専攻・コース等を設置している。 

 

＜グローバル・コミュニケーション学部＞ 

グローバル・コミュニケーション学部では、グローバル社会において、文化や価値観の異なる人々と協

力してさまざまな課題や問題を解決する能力のある「地球市民」を育成することにしている。 

（DP1） 

国内・国外の文化や社会情勢を理解し、世界の人々に説得力のあるメッセージを発信するために必要

な知識を身に付ける。 

（DP2） 

グローバル社会であらゆる状況に対応するために必要な英語運用能力、英語コミュニケーション能

力、問題解決能力を身に付ける。 

（DP3） 

文化や価値観が異なる社会での学修や体験を通じ、社会的・文化的背景の異なる人々の違いを認め、

同じ「地球市民」として共生するように考えることができる姿勢を身に付ける。 

 

（2） カリキュラム・ポリシー 

＜文学部＞ 

文学部は、学部共通の必修科目と、学科ごとの専門教育課程を通じて、言葉の力を錬磨することによ

り、人間探究の精神と創造的思考力を身につけ、社会に貢献できる優れた人材を育成する。学部共通必修

科目は、文学部所属の学生の精神と学修の方向づけを行い、学科の専門教育科目をより有益で発展的なも

のとする土台となるものである。 

 

本学部の求める４つの能力の修得のために、共通必修科目は以下のような方針でカリキュラムを編成す

る。 

 

人類の知的・文化的遺産を正しく継承し、現代社会に対して深く洞察することができる（知識・理解）

能力を身につけ、人間探究の精神を普段に持ち続けること（関心・意欲・態度）の基盤として、「人間探

究」を1年次必修とする。大学および文学部で学ぶことの意義を理解して、人間と社会に対する深い洞察

力に基づく、広い視野に立った課題探求能力や実践力を身につけるために何が必要かを考えることを求め

る。この科目は、学部所属の専任教員が担当する。 

 

言葉の力を不断に錬磨し、創造的思考力すなわち「物事の本質を認識する力」、「課題を発見し解決策

を引き出す力」、「論証を通して自分の考えを伝える力」（思考・判断・技能）を発揮するために、「日

本語表現T1 T2」を1年次の必修とする。日本語リテラシーの基礎を習得し、言葉の力を不断に錬磨する

こと(表現・態度)、そしてその意義を理解する。 

 



－ 23 － 

さらに、社会の発展に寄与できる人材を育成するために、キャリア教育科目を３年次の必修科目とし

て、大学卒業後の進路について考える。国文学科「キャリアプランニング」、総合英語学科「Career 

Planning」、英文学科「Central Japan」、教育学科「職業としての教育」といった、学科の教育方針

に沿った実践的な授業によって、幅広い視点をもち、自らが活躍できる場を意識する機会とする。（1）

「日本語表現T1・T2」を１年次必修として、日本語リテラシーの基礎を習得する。 

 

国文学科 

 開講科目を＜基礎科目＞＜基幹科目＞＜基本科目＞＜展開科目＞＜実践科目〉＜中核科目＞に分類し、

その中から興味と感心に応じて自由かつ体系的に選択学修ができるように教育課程を編成し、その成果を

卒業論文として結実させることとする。特色は以下の通り。 

（１）学科独自の必修科目は、「演習Ⅰ」（３年次）、「演習Ⅱ」（４年次）、「文献講読演習」（４

年次）および「卒業論文」（４年次）のみとする（ただし、「卒業論文」を除き選択必修科目。 

（２）導入教育の一環として、＜基礎科目＞群14科目を開講する。 

（３）教育職員志望者のために、＜実践科目＞群10科目を開講する。 

 

総合英語学科 

 本学科が求める4つの能力の習得のために、＜基礎科目＞＜総合英語教育科目（スキル、理論、応用）＞

＜国際文化科目＞＜発展科目＞＜キャリアデザイン科目（TOEIC科目群、留学準備科目群、翻訳・通訳科

目群、ビジネス英語科目群、インターンシップ科目群、英語教員養成科目群）＞によって構成される専門教

育科目を編成する。 

 

 全ての授業を英語でおこなう＜スキル＞科目を1年次から3年次前期まで半期6コマずつ集中的に配置

することで、「英語のスキルと理論と応用力を修得し、英語で自在に「読み」「書き」「聞き」「話す」

ことのできる高度な英語運用能力（知識・理解）」を身につけられるようにする。2年次から開講される

＜理論＞科目では英語学の知識を使って英語理解の効率化を促し、＜応用＞科目では、＜スキル＞科目や

＜理論＞科目で学修した内容を一層発展させ、英語運用能力のさらなる向上を図る。 

 

 また、＜国際文化科目＞は、社会言語学的観点や数量的変化の調査も踏まえながら、英語が使われてい

る地域の文化、歴史などを学修する。文学作品の理解を授業の最終目標とせず、作品が作られた文化的・

社会的背景、作者の心理理解に焦点をあてる。さらに、＜発展科目＞に属する海外セミナーでは、半期か

1年の海外留学が可能である。これらの科目を履修することによって、「日本および英語が使われる国や

地域の歴史・文化についての知識と海外セミナー・海外インターンシップなどを通じて身につける鋭い国

際感覚（技能・表現・態度）」を育成できる。 

 

 3,4年次では、＜キャリアデザイン科目＞を通して、目的を持ちながら英語を学修して、「キャリアに

必要な知識や技術の修得、およびキャリアアップにつながる英語力などの優れた職業人にとって必要な能

力（知識・技能）」を育成する。 

 

 ＜発展科目＞である「専門演習Ⅰ～Ⅳ」では、受講生が関心のある研究テーマを選び、調査した情報を

基に自律的に思考し、独自の議論を展開できる能力を養う。その研究成果は、4年次の「課題実践演習

Ⅰ、Ⅱ」にて、その授業内のプレゼンテーションやディスカッションを通じて自分の考えを推敲し、最終

的には卒業論文として形にする。これにより、「総合的な英語のスキルと理論と応用力を身につけたうえ

で、関心のあるテーマを発見し、追究できる能力（関心・意欲・判断）」が育成可能となる。 
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教育学科 

 本学科が求める4つの能力の修得し、確かな専門知識と優れた実践能力を有する小学校や特別支援学校

の教員、さらに生涯学習分野における指導者を養成することを目標として、以下のような教育課程を編成

する。 

 

 開講科目を＜基礎科目＞＜発展科目＞＜小学校教員養成科目A＞＜特別支援学校教員養成科目＞＜小学

校教員養成科目B＞＜小学校教員養成科目C＞＜生涯学習指導者養成科目＞ に分類し、希望する職種に就

くために必要な資格が取得できるように体系的に授業科目を配置する。 

 

 ＜基礎科目＞＜発展科目＞として、教育および教職関係の講義・演習科目、教育体験実習科目を開講

し、「教育に関する専門的知識を習得し実践できる（知識・理解・表現)」能力を身につける。 

 

 ＜小学校教員養成科目A＞＜特別支援学校教員養成科目＞＜小学校教員養成科目B＞として、目指す進

路に応じた教員免許状取得のために必要な演習・講義・実習科目を開講し、「子どもの発達可能性を深く

理解することができる（関心・態度）」能力を有し、「障害のあるこどもも含めて、様々なこどもに対し

て適切な指導と配慮を行うことができる（意欲・技能）」小学校や特別支援学校の教員を養成する。 

 

 さらに本学の理念である「違いを共に生きる」の実現に向け、学校という場にとどまらず、生涯学習分

野での指導者養成をも視野に入れ、＜小学校教員養成科目C＞＜生涯学習指導者養成科目＞として、「子

どもを取り巻く社会環境や歴史に広い視野を持つことができる（思考・判断）」力を伸ばしていく。 

 

英文学科 

 本学科が求める4つの能力の習得のために、開講科目を＜基礎モジュール＞＜基礎〉＜充実＞＜発展＞

＜スキル発展＞＜キャリアデザイン＞＜英語教員養成プログラム＞＜海外研修＞に分類し、その中から興

味と関心に応じて体系的に選択学習ができるようにカリキュラムを編成する。 

 

 1年次では、＜基礎科目＞等を通じて、「英語で自在に会話ができる（関心・意欲）」ための基礎力を

身につける。2年次は、＜基礎モジュール科目＞や＜充実科目＞を通じて、「英語を母語とする国々の歴

史・文化・思想について認識できる（知識・理解）」力を養う。これらの力は、＜海外研修科目＞を履修

し、半期または1年に渡る海外留学を通しても身につけられる。3年次では、＜発展科目＞や各ゼミを通

して、専門分野の教育研究を行い、4年次では、卒業論文作成を完成させる。そこでは、日本語だけでな

く「英語で読み、英語で考えることができる（思考・判断）」力や「英語で意見表明およびディスカッシ

ョンするなど、英語でコミュニケーションができる（技能・表現・態度）」力を育成し、社会人としても

通用する論理的思考力やプレゼンテーション能力を習得する。さらに、キャリアに必要な知識や技能を習

得するための＜キャリアデザイン科目＞や教員志望者のために＜英語教員養成プログラム＞を開講してい

る。 

 

＜人間情報学部＞ 

人間情報学部は、合理的・論理的・科学的に思考する力、変わりゆく人間社会の未来を予測できる力、

様々な情報資源を的確に活用できる力、そしてヒューマンフレンドリーな情報社会に貢献できる力を身に

付けた人材の育成を目指している。この人材育成の目標にもとづき、1年次から3年次配当の「学部共通

科目」、2年次からの専修分属以降の「専修の専門科目」に分けて、以下のような方針でカリキュラムを

編成する。 
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学部共通科目 

人間情報学の基礎となる幅広い知識と、人間、情報、そしてコンピュータの特性を科学的・論理的に考

察できる能力を身に付けることを目標として、キャリア形成、ものづくりの基礎、人間理解の基礎、情報

活用の基礎、コンピュータの基礎の授業分野から学部共通科目を用意する。 

 

専修の専門科目 

情報デザイン専修は、人にやさしく豊かなデジタルライフを提案・創造し、今後のヒューマンフレンド

リーな情報社会に貢献する人材の育成を目指し、クリエイティブデザイン、情報デザイン、プロダクトデ

ザイン、及び各コース別の卒業研究・制作の授業分野から専修の専門科目を用意する。 

 

心理情報専修は、変わりゆく人間社会の未来を予測し、より良い情報サービスやシステム開発に自分の

能力を活かせる人材の育成を目指し、心理学研究法、知覚心理学、発達・社会心理学、比較・生理心理

学、心理・工学応用、及びコースの卒業研究の授業分野から専修の専門科目を用意する。 

 

情報システム専修は、情報に価値を見出す企業や図書館・出版流通に寄与できる能力を身につけた人材

の育成を目指し、人間社会と情報、情報メディアの利用、システム設計・開発、情報マネジメント、図書

館情報サービス、及び各コース別の卒業研究・制作の授業分野から専修の専門科目を用意する。 

 

＜心理学部＞ 

本学部が目指す『4つの知識・能力を身につけた人材』の養成を実現するために、以下のような方針で

カリキュラムを編成する。 

『心の多様性、普遍性に気づき、人と社会がどのように相互作用するのかを理解する力』を効果的に獲

得するため、「心理学的な視点の広さ」と「科目間の有機的なつながり」を十分に考慮して1、2年次の

科目を配し、各授業を計画する。また、それらの授業は専任教員が中心となって担当する。 

「心理学」は、中等教育では学習されておらず、間違ったイメージを持っている可能性が高いことに鑑

み、1年次には心理学の基礎知識を幅広く学べる科目を配置する。心理学への興味関心を維持、喚起する

ため、1年次から2年次にかけては、段階的に、より高度で新しい心理学の知識の修得を目標とした科目

を、「生理・認知」「社会」「発達」「臨床」の領域でそれぞれ配置する。学生には、この4領域を偏り

なく履修することを求める。 

心の多様性、普遍性に気づき、理解するためには、以上のような1、2年次での幅広い視点からの段階

的学修が必要不可欠である。この幅広い視点をさらに広げるため、専門領域に特化した心理学講義科目を

3年次以降に配し、自由な履修を求める。また、心理学的視点だけでなく、人文科学的・社会科学的視点

も得るため、心理学関連領域の講義科目を2年次以降に配置し、自由な履修を求める。 

『科学的根拠に基づいて実証的に分析し、それに基づいて論理的に思考する力』を学ぶため、知識を修

得するための科目と同時に、1年次から実習、演習科目を必修とする。目には見えない心の働きを数量

化、分類化することは、論理的に思考するために必要不可欠である。そのため、実際に他人からデータを

採取する実習、演習科目を1年次から4年次まで、段階的に配置する。実習、演習科目で扱う題材は、基

礎的知識を修得する科目で学んだことに依拠するものとし、また実習、演習科目で求められるスキルもそ

れまでの科目で修得したものとする。これらの実習、演習科目では、仮説の導出、データ収集・分析から

結論を論理的に導く過程を学ぶだけでなく、グループでのディスカッションや、口頭、並びに研究レポー

トによる研究成果のプレゼンテーションを通じた、『コミュニケーション力』の向上も目指すものとす

る。 

公認心理師資格取得を強く希望する学生には、1年次より講義科目並びに実習科目を段階的に履修する

ように求める。公認心理師につながる心理職の知識・技能を獲得するために、1、2年次より心理職の知

識や関連領域の講義科目を配置し、2年後期からは、心理的支援の知識に関する講義科目や心理的支援の
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技術に関する実習、演習科目を用意する。 

3年次以降の2年間は、専門演習、いわゆるゼミを用意し、ゼミに所属することを全員に求める。これ

は、1、2年次で修得した基礎知識とスキルを基に、学生自らが見つけた問いを、学生自らが心理学的ア

プローチにより実証し、卒業研究として完遂することを求めるためである。これを修学の集大成とする。

卒業研究完成にいたる過程は、『幅広い人間行動や社会現象の中から問題点を発見し解決する力』の向上

につなげるものとする。学生が研究を実施するにあたり、その多様な関心に応えられるよう、専門が異な

る多くの専任教授陣を用意し十分な指導をおこなう。 

 

＜創造表現学部＞ 

1 創造表現学部のカリキュラム・ポリシー 

創造表現学部では、人間のあらゆる創造活動の中から言語表現、視覚的情報伝達、空間造形に特化して

それぞれを柱とする専攻を設け、作品を「生み出す」行為を学術的に理論づけ、実践的に学べるようカリ

キュラムを編成する。また、創造性を涵養し、実社会で豊かに表現できる人材を育成するという目標を達

成するために、各分野において「表現力」「創造力」「コミュニケーション力」を高められるよう具体的

な課題解決を題材として学んでいくことを重視しており、それらは特に演習や実習の授業の中でアクティ

ブに展開される。そのため、教員にも実務家や芸術家・作家を多く揃え、学生の創造活動を幅広く支援で

きるような授業体制をとる。 

 

学修の進行にも配慮し、1年次には、創作の魅力に触れる機会を提供して学修意欲を高めるとともに、

多様な表現方法の存在に目を向けられるような科目を用意する。2年次から3年次にかけては、基礎から

応用へと移行するための科目を習熟度に従って段階的に展開し、4年次には卒業プロジェクトやゼミの演

習を通じて学修の成果を作品や論考としてまとめることを主眼とする。さらに、学部共通科目や他専攻の

授業を自らの興味・関心に沿って履修することもできるようにし、多角的・総合的な視野を養うことがで

きるようなシステムを整える。各専攻のカリキュラム・ポリシーは次の通りである。 

 

創造表現学科 創作表現専攻 

（1）1・2年次は、基礎科目の学修と基礎演習等によるアカデミックリテラシーの養成とを軸にし

て、文芸を中心とした創造的な表現活動に携わるための基礎的な知識および能力を身につける。 

（2）3・4年次は、応用科目の学修と演習での協同学習とを軸に表現技術を磨き、卒業プロジェクト

に学修成果を結実させる。 

 

創造表現学科 メディアプロデュース専攻 

（1）講義科目を通じて、メディアプロデュースに関するさまざまな専門知識を身につける。 

（2）実習系の授業を通じて、コンテンツに関する企画・構想力、表現力などのスキルを身につける。 

（3）ゼミや演習系の授業を通じて、グローバル社会や地域文化、メディア産業等に関する知識を生か

す術を身につけ、コミュニケーション能力を身につける。 

 

創造表現学科 建築・インテリアデザイン専攻 

（1）講義科目を通じて、建築の専門知識を基礎から応用まで身につける。 

（2）豊富な実習系の授業を通じて、様々なプレゼンテーションスキルを身につける。 

（3）実験系の授業を通じて、物理現象を体験・理解し、専門技術を身につける。 

（4）ゼミや演習系の授業を通じて、共同作業を行い、実社会で役に立つスキルを身につけるため、具

体的な問題解決を前提とした課題に取り組む。 

（5）一級建築士、建築施工管理技士、インテリアプランナー等の資格取得に必要な指定科目を学修す

ることによって、それぞれの専門分野で役に立つ知識・能力を身につける。 
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2 学部共通科目の設置 

創造表現のスキルを磨くことは重要な課題であるが、何を表現し発信すべきであるのか、その理念や発

想こそが最も重要な部分である。本学部では、社会や文化に対する意識や分析能力の向上を教育の重点課

題とし、次の三つの観点からバックグラウンドの充実を図っていけるように、各専攻の学修の基盤となる

学部共通科目を設置する。 

 

（1）芸術的素養を身につける 

文学・文芸・美術・デザイン・音楽等、芸術作品を理解する力を高め、創作意欲に結びつけ、芸

術的素養を磨いていく。 

（2）科学的分析力を身につける 

現状を把握し読み解く力、論理的思考力、具体的提案能力など基礎的な思考力を高め、創造活動

の深化に結びつけていく。 

（3）社会的視野を広げる 

社会・民族・宗教・政治・文化・歴史の諸問題に対する理解力を高め、現代社会の状況を論理的

に分析できる力を育み、創造活動の基盤を強化する。 

 

3 カリキュラムの全体構成 

授業科目は学部共通科目と各専攻の専門科目とに二分されるが、学生は、学部共通科目と各専攻の専門

基礎科目との学修を足がかりにして、以後、学年進行にしたがって、応用科目・発展科目へと段階的に履

修する。 

授業科目の形態上の分類は、講義と演習、論文と制作、机上研究（デスクワーク）と体験的学修（フィ

ールドワーク）といった組み合わせからなり、更に、学修の段階に応じて理論系・制作系の科目と演習

（ゼミ）とを配置する。 

 

＜健康医療科学部＞ 

本学部は3学科（言語聴覚学専攻および視覚科学専攻を含む医療貢献学科、スポーツ・健康医科学科、

健康栄養学科）で構成され、カリキュラムは、「高齢者や障がいのある人をはじめ、すべての人の生活の

質を向上することに貢献し得る人材、さらに良い人間関係を築くための対人技術および他者への理解と尊

重を有する人材」を育成するために不可欠な基礎的知識とスキルを身につける目的で設定された「学部基

礎科目」と、それぞれの学科・専攻のディプロマ・ポリシーにもとづいて編成された学科・専攻ごとの

「専門教育科目」によって構成する。 

 

医療貢献学科 言語聴覚学専攻 

 本専攻では「3つの人材養成像」を実現するために、以下の方針でカリキュラムを編成する。 

 

 「言語聴覚士の国家資格を目指し、障がい児・者支援のための専門家として必要な知識と技能を有する

者（知識・技能）」となるために、言語聴覚学に関する知識と技能を学ぶための科目を1年次から4年次

にかけて段階的に必修科目で配置する。1年次では、学部基礎科目と専門基礎科目において主に基礎医学

に関する科目を配し、人体の生理・解剖など基本的な内容について学ぶ。2年次には、言語聴覚に関する

高度な内容を修得するため、コミュニケーション障害に関する専門中心科目を多く配する。並行して、2

年次後期から3年次前期にかけて障がい児・者の協力を得て、検査や訓練の実際について理解を深めるた

めの学内実習科目を配する。さらに3年次には実習前演習を実施し、学内で学んだ知識・技能をもとに、

学外の臨床現場で実施する臨地実習を行うことで、高度な実践能力の獲得を目指す。4年次では学内外で

学んだことについての理解をさらに深めるための演習科目を配し、言語聴覚学の知識と技能の総仕上げを
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行う。 

 

 「職能の範囲にとどまらず、豊かなコミュニケーション能力を有し、必要に応じて問題点を発見し、新

しい検査・評価・訓練・指導・支援の技法の開発および評価を行い得る知識と技能を有する者（意欲・判

断力・開発力・コミュニケーションスキル）」となるためには、実験や統計、心理に関する知識と幅広い

対象者と接する機会が必要不可欠である。そのため、1年次から測定方法やデータ解析に関する科目、人

を理解するための科目を必修とする。これらの科目で学んだ知識をもとに、2年次では職能の範囲にとど

まらず、高齢者施設・保育施設における体験実習をとおして幅広い対象者とのコミュニケーションについ

て学修する。3年次では、人を対象にした測定を行う演習科目を配し、言語聴覚に関する高度な心理測定

法やアセスメント法についてデータ収集の方法と分析の実際について理解を深める。 

 

 「科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（科学的思考力）」と

なるためには、実験・統計に関して修得した知識をもとにして、研究を実践するためのスキルを学ぶ必要

があり、そのための演習科目を段階的に必修で配する。1年次では、実験レポートや研究プレゼンテーシ

ョン、グループディスカッションによって基本的なスキルを、3年次後期に科学研究に必要な方法論につ

いて学ぶと同時に、3年次後期からの1年半は、研究ゼミに所属することを全員に求める。学生は、関心

のある言語聴覚学の諸問題について問いを自ら見つけ、実証することが求められる。その成果は4年次に

提出する卒業論文としてまとめられ、これを修学の集大成とする。 

 

医療貢献学科 視覚科学専攻 

 本専攻では「3つの人材養成像」を実現するために、以下の方針でカリキュラムを編成する。 

 

 「視能訓練士の国家資格を目指し、障がい児・者支援のための専門家として必要な知識と技能を有する

者（知識・技能）」となるために、視覚科学に関する知識と技能を学ぶための科目を1年次から4年次に

かけて段階的に必修科目で配置する。1年次では、学部基礎科目と専門基礎科目において主に基礎医学に

関する科目を配し、人体の生理・解剖など基本的な内容について学ぶ。2年次には、視覚に関する高度な

内容を修得するため、専門中心科目において視能矯正と視覚心理に関する専門科目を配する。3年次から

は検査や訓練の実際について理解を深めるための実習科目を配置する。学内で学んだ知識・技能をもと

に、学外の臨床現場で実施する臨地実習を行うことで、高度な実践能力の獲得を目指す。4年次では学内

外で学んだことについての理解をさらに深めるための演習科目を配し、視覚科学の知識と技能の総仕上げ

を行う。 

 

 「職能の範囲にとどまらず、必要に応じて問題点を発見し、新しい検査・評価・訓練・指導・支援の技

法の開発および評価を行い得る知識と技能を有する者（意欲・判断力・開発力）」となるためには、実験

や統計に関する知識が必要不可欠である。そのため、1年次から測定方法やデータ解析に関する科目を必

修とする。これらの科目で学んだ知識をもとに、2年次では人を対象にした測定を行う演習科目を配し、

データ収集の方法と分析の実際について理解を深める。さらに視覚に関する高度な実験的方法について学

ぶための演習科目を3年次に配置し、自由な履修を求める。 

 

 「科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（科学的思考力）」と

なるためには、実験・統計に関して修得した知識をもとにして、研究を実践するためのスキルを学ぶ必要

があり、そのための演習科目を段階的に必修で配する。1年次では、実験レポートや研究プレゼンテーシ

ョン、グループディスカッションによって基本的なスキルを、2年次で科学研究に必要な方法論について

学ぶ。3年次から2年間は、研究ゼミに所属することを全員に求める。学生は、関心のある視覚科学の諸

問題について問いを自ら見つけ、実証することが求められる。その成果は4年次に提出する卒業論文とし
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てまとめられ、これを修学の集大成とする。 

 

スポーツ・健康医科学科 

 本学科では「3つの人材養成像」を実現するために、以下の方針でカリキュラムを編成する。 

 

 「スポーツ科学および健康医科学に関する幅広い知識を有し、その知識を背景に、生涯にわたる健康の

維持・増進に携わる専門家として認められる者（知識・技能）」になるために、3つの専門科目群「専門

基礎科目」、「専門中心科目」、「発展科目」を構成し、これらの科目を1年次から4年次にかけて段階

的に配置する。専門基礎科目は、比較的基礎的な分野に属する科目群であり、「健康医科学領域」・「健

康スポーツ領域」・「健康環境領域」の基礎科目によって構成され、3領域の必修科目を履修することに

よってすべての領域について幅広く入門的な内容を修めることができる。専門中心科目群は入門的な内容

を修めた学生を対象としたより専門性の高い内容を学習する科目群であり、「健康医科学領域」の科目群

では身体のメカニズムと健康のあり方を扱い、「健康スポーツ領域」では運動の知識と技術を身につけ、

活用・指導法を学び、「健康環境領域」では栄養とメンタルヘルスを中心として多角的に健康を保つ方法

を理解することを目標としている。さらに、発展科目である健康科学研究Ⅰ～Ⅳにおいてスポーツ・健康

科学の知識と技能の総仕上げを行う。 

 

 「習得した知識をもとに生涯健康に関する諸問題に対し、自ら考え、解決策を見出し、それをもとに行

動できる者（判断・関心・行動）」になるためには、研究法や統計学に関する知識が必要不可欠である。

そのため、1年次から統計関連の2科目を必修とする。これらの科目で学んだ知識をもとに、2年次では

調査法や各領域における演習科目を配し、各領域における測定の方法やデータの分析に関する理解を深め

る。さらに、３年次には研究手法や実践統計学を必修科目として配置し、研究を実践するための能力を高

めている。 

 

 「健康と運動に関する問題に対し、科学的な根拠にもとづいて実証的に分析する能力を有する者（科学

的思考力）」になるためには、健康科学に関する知識をもとにした研究を実践する能力が必要である。そ

のための演習科目を段階的に配し、1年次は健康医科学基礎演習においてレポートやプレゼンテーショ

ン、グループディスカッションの基本的なスキルを学び、2年次では研究の方法論を学ぶ。3年次から2

年間、学生は研究ゼミに所属し、関心のあるスポーツ・健康科学の諸問題について問いを自ら見つけ、仮

説を生成し、実証することが求められる。その成果は4年次に提出する卒業論文としてまとめられ、本学

科での学習を結実させていくとともに、卒業後の進路を見据えた専門知識・技能の定着を図る。 

 

健康栄養学科 

 本学科では、「3つの人材養成像」を実現するために、以下の方針でカリキュラムを編成する。 

 

 本学科は、管理栄養士養成課程であるため、法令に適合した専門基礎分野および専門分野からなる科目

編成を基本として、管理栄養士として必要な幅広い教養と、専門的かつ科学的知識、高度な実践能力を有

し、人々の健康の保持・増進、生活の質の向上を通して健康長寿社会に貢献していく知識・技能を有する

人材養成を達成するために、必要な科目を体系的に編成する。 

 

 教育内容としては、1年次を中心に、専門基礎科目のほか、学科基礎科目を導入し管理栄養士の社会的

役割について理解を深めながら、学びに対する動機付けと将来に向けた目標設定を促すための科目を配置

する。2年次・3年次は、主として管理栄養士として必要な高度な専門知識を身につけるための科目を中

心に配置する。このうち3年次の臨地実習とその事前・事後学修のための科目、在宅を含む対象者への適

切な栄養管理が実践できるための知識と技術を修得するための科目などを配置して、強い使命感と判断
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力、豊かなコミュニケーション能力を有し、各ライフステージおよび人々の状況に対応した適切な栄養管

理を、他職種と協調しながら遂行できる人材養成を図る。3年次・4年次では、これまでの学びの集大成

として、積み上げてきた各分野における知識と技能を融合させながら、少数で構成されるゼミナールによ

る卒業研究指導科目、および各専任教員の専門領域に関する演習科目などの学科発展科目を配置して「健

康」と「栄養」、「食」に関する問題を自ら発見し、問題解決に向け、科学的根拠にもとづいて実証的に

分析し、論理的に思考する能力を有する人材養成を図る。 

 

 これらの教育内容を効果的に学修できるように、専門基礎科目、専門中心科目および学科発展科目の学

修方法は、講義に加え、実験・実習・演習も組み入れながら、基礎的な知識と実践的な技能の修得を図

る。 

 

 学修の成果は、学期ごとの定期的な成績評価と、3年次の臨地実習評価、4年次の総合演習および卒業

研究に対する評価によって確認し、最終的にディプロマ・ポリシーの到達状況を判断する。 

 

＜福祉貢献学部＞ 

福祉貢献学部では、乳幼児期から高齢期までの各ライフステージにおいて、すべての人が一人の人間と

して尊重され、その人らしく豊かな人生を送ることができる社会を希求する福祉マインドを養うことを目

的としている。そして、超少子高齢社会で活躍する福祉マインドをもった高度な専門性を備えた福祉専門

職、ならびに広く社会の様々な分野で活躍し、共生社会の実現に貢献する人材を育成するという二つの目

的を達成するため以下のような方針でカリキュラムを編成する。 

 

福祉貢献学部独自のカリキュラムでは、1・2年次学部基礎科目において「福祉マインドを培う」「福

祉に関する社会のしくみと対象の理解」に必要な基礎知識を修得するとともに、1年次から4年次まで

「対象者の求めと必要」を理解し、「総合的に判断・実践できる力」を身につけるため各専攻が設定した

科目群において、それぞれの段階で、福祉・教育に関する知識と研究方法を学修することができる。 

 

以下、福祉貢献学部各専攻の独自のカリキュラムの設置の教育的狙いについて概要を示す。 

 

福祉貢献学科 社会福祉専攻 

 社会福祉専攻では、社会福祉、精神保健福祉、福祉関連の3つの科目群を置き、社会福祉士、精神保健

福祉士等の国家資格を目指し、専門職としての実践を通して社会に貢献する人材、および教育や福祉に関

する専門的知識・実践力・マインドを習得し、福祉社会の成熟に貢献できる人材の育成のためのカリキュ

ラムを編成する。資格取得に向けて、社会福祉学および関連する学問の知識を学修するとともに援助技

術・実践力を体系的に積み上げることができるようにするだけでなく、人々の生活に向き合い、地域社会

に貢献する人間力を身につけることも視野に置いている。 

 

1年次 社会福祉の本質・目的、社会のしくみを理解し、対象者に関する基礎理論を学ぶ科目を配置す

る。 

2・3年次 社会福祉援助の基礎的技術を習得し、対象者の求めと必要に応じた総合的判断をすることが

できる科目と実習を配置する。 

4年次 ゼミをとおして、専門的な学びを深め、卒業研究に取り組む。 

 

福祉貢献学科 子ども福祉専攻 

 子ども福祉専攻では、子ども家庭福祉、保育・幼児教育、子ども福祉関連の3つの科目群を置き、保育

士資格や幼稚園教諭免許状の取得を目指し、幼児教育の専門家として中心的な役割を担い得る人材、およ
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び幼児教育の範囲にとどまらず社会福祉の知識をも利用して、社会が必要とすることに積極的にかかわれ

る人材の育成を目指す。さらに卒業研究および資格・免許の取得に向けて取り組む中で、子ども福祉およ

び関連領域の学問の知識を学修するとともに保育・幼児教育の技術・実践力を体系的に積み上げることが

できるようにする。 

 

1年次 保育・幼児教育の本質・目的を理解し、子どもの発達に関する基礎理論を学ぶ科目を配置する。 

2・3年次 保育の基礎的技術、内容、方法を身につけ、子どもが主体の環境を構成するための科目と実

習を配置する。 

4年次 ゼミをとおして、専門的な学びを深め、卒業研究に取り組む。 

 

＜交流文化学部＞ 

本学部では、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に基づき、様々な文化背景を持つ人々との交流

を通して、相互理解と尊重に基づきグローバル社会の発展に積極的に貢献する人材を育成するために、以

下のようにカリキュラムを編成し、実施する。 

 

1. 一人一人の学生の興味・関心・適性に応じて、多角的に学ぶことを可能にさせるとともに、専門性を

備えた知識と実践的な能力を習得させるために、ランゲージおよび国際交流・観光の2つの専攻を置

く。ランゲージ専攻には4つの専攻プログラム、国際交流・観光専攻には2つのコースと5つの専攻プ

ログラムを設ける。学生は、1年次に広範囲にわたるカリキュラムの中からさまざまな学問領域の履

修を進めた後に、自らの専攻において専門分野としての専攻プログラムを決定する。 

 

2. 専門分野の知識・能力を着実に習得させるために、専門科目に中心科目、基盤科目、体験科目、プロ

ジェクト科目の4つの科目群を設けるとともに、すべての学生に、基盤科目における1つ以上の外国語

を履修すること、また体験科目の所定の単位数を修得することを義務付ける。 

中心科目：専門分野の知識を習得させるために、基礎的な科目から発展的な科目へと段階的に講義科

目を配置する。 

基盤科目：国際社会で活用できる言語コミュニケーション能力を身に付けさせるために、英語・中国

語・韓国語などの言語科目を体系的・段階的に配置する。 

体験科目：実践的な能力を習得させるために、特定の事象や事例についてディスカッションや模擬実

践活動などを通して学ぶケーススタディ科目、国内外の現場での学修を主眼に置いた語学

研修やフィールドスタディ科目を設ける。 

プロジェクト科目：本学部が目指す国際社会に貢献できる人材の育成を目指し、様々なタイプのプロ

ジェクトの実施に必要な企画力や分析力を養成するために必修科目としてのプロ

ジェクト科目を設置する。学生は1年次には基礎演習を履修し、文献検索・プレ

ゼンテーション・論文作成など基礎的なアカデミックスキルを演習形式で習得

し、2、3年次には交流文化演習を履修し調査の実施や企画の立案と実行により専

門領域に関する知見を深め、4年次には卒業プロジェクトを通して、修学の集大

成である卒業研究論文の完成を目指す。 

 

＜ビジネス学部＞ 

ビジネス学部は、実社会で自ら道を切り開く「魂ある人材」の育成を目指す学部である。ビジネスに関

する専門知識はもちろんのこと、「コミュニケーション能力」「行動力」「情熱」をも兼ね備えた有能な

「ビジネスパーソン」を育成する。 

この人材育成目標を達成するため、ビジネス学部では、次のような方針のもとに教育課程を編成する。 
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各専攻・コースに共通するカリキュラム・ポリシー 

① 学生の多様な将来「ビジョン」に対応できるよう、「ビジネスイノベーション」、「ビジネスアカ

ウンティング」、「グローバルビジネス」の専攻・コースを設置する。 

② 4年間の学修に必要となる基礎知識・基礎能力の修得、および、コミュケーション力・育成を目的

として、1年次前期に「グループワークⅠ（ビジネス学部入門）、グループワークⅡ（問題解

決）」（必修）を設置する。 

③ 2年次以降の専門的な学修にスムーズに移行し、ゼミナール選択の参考にすることを目的として、1

年次後期に「専攻入門ゼミ」（必修）を各専攻・コースで開講する。 

④ 各分野での専門知識や技能を充分に修得させることを目的として、各専攻・コースにおいては「ゼ

ミナール」（必修）をはじめとする専門科目群を体系的に配置する。 

 

各専攻・コースのカリキュラム・ポリシー 

ビジネス学科 現代ビジネス専攻 ビジネスイノベーションコース 

BI①：ビジネスイノベーションに関連する生きた知識を体系的に修得させることを目的として「マーケ

ティング＆ストラテジー」クラスターにおいては、内容の重複がないよう留意した上で、双方向

で学べる科目を多数設置する。 

BI②：実際のビジネス世界で即戦力となりうる「行動力」を養成することを目的として、ASICP（イ

ノベーション＆チャレンジプログラム）を設置する。 

BI③：4年間の学修成果の集大成として質の高い卒業論文を完成させることを目的として、4年次に

「卒業プロジェクトⅠ・Ⅱ」（必修）を開講する。 

 

ビジネス学科 現代ビジネス専攻 ビジネスアカウンティングコース 

BA①：ビジネスアカウンティングに関する理論や現場で役立つ技能を習得させることを目的として、

「アカウンティング」クラスターにおいては、大学院出身教員による理論を重視した科目と実

務家教員による現場の実務を重視した科目とをバランスよく配置する。 

BA②：現実の企業の会計数値を読み解き、企業が直面する課題を分析する力を養成することを目的と

して、ASAAP（アカウンティング＆アナリシスプログラム）を設定する。 

BA③：4年間の学修成果の集大成として質の高い卒業論文を完成させることを目的として、4年次に

「卒業プロジェクトⅠ・Ⅱ」（必修）を開講する。 

 

ビジネス学科 グローバルビジネス専攻 

GB①：グローバルビジネスの共通語である英語で実践する力を身につけ、必要な専門知識を英語で修

得することを目的として、ASBBE（バイリンガル・ビジネス・エデュケーションプログラ

ム）を設定する。 

GB②：グローバルビジネスを理解する生きた知識を、日本語で修得することを目的として、「グロー

バルエコノミー」クラスターにおいては、国際経済・国際金融に関する科目に加え、国内外の

最新のビジネストレンドを学ぶ科目を設置する。 

GB③：専攻での学修成果を実践に移すことを目的として、Bilingual Internship 

Overseas/Domesticへの参加を義務付ける。4年次のゼミナールにおいては、インターンシ

ップでの実践を取り込みつつ、派遣国の政治経済情勢や企業分析に関するリサーチペーパーを

制作する。 

 

＜グローバル・コミュニケーション学部＞ 

グローバル・コミュニケーション学部では、グローバルな視点を持ち、どのような状況にも十分に対応

できる実践的な英語コミュニケーション能力を備える人材を育成することを目的とする。そのため、本学
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部のカリキュラムは「中心科目」「スキル科目」「アクティブラーニング科目」から構成されている。 

「中心科目」では、グローバルな視点を持ち、世界に向けて正確で説得力のある内容を発信するために

必要な知識を身に付ける。中心科目は、人と人とのコミュニケーションについて学ぶ「人間コミュニケー

ション （Human Communication）」、日本の文化や伝統、現代日本の状況を学ぶ「日本学 

（Japanology）」、世界情勢をさまざまな観点から学ぶ「グローバル・アウェアネス （Global 

Awareness）」の3つの科目群からなる。 

「スキル科目」では、グローバル社会で必要となるスキルを身に付ける。スキル科目は、英語運用能力

を徹底的に磨くための「English Language Skills」、高度な英語コミュニケーション能力を身に付ける

ための「English Communication Skills」、問題発見・解決能力を身に付けるための「Research 

Skills」の3つの科目群からなる。 

「アクティブラーニング科目」では、海外留学、海外インターンシップなどのアクティブ・ラーニング

（能動的課題解決型学習）を通じて、グローバルな価値観を身に付ける。 

 

（３）アドミッション・ポリシー 

愛知淑徳大学は、「違いを共に生きる」を理念として掲げ、性別、国籍、年齢、異なった能力など、さ

まざまな違いをもつ者が共に学ぶ環境づくりに努めている。その環境の中で繰り広げられる多彩な教育・

研究活動を通じて、広い視野と深い思考力を身につけ、時々刻々と変化する現象に対する洞察力と時代を

先取りする先見性を獲得し、さらに、新たな価値の発見とその普及のための優れた実践力が養成されてい

る。このような伝統を継承し、さらに推し進めるための学生受け入れ方針として、多様な入試制度を導入

している。 

 

一般入試 

 多様な教科型入試。 

 一般入試は人文科学、社会科学、自然科学、語学など広い範囲に関する学力を基盤とし、その中の特定

分野の知識やスキルを入学後の専門教育での学修に有効に活かしたいと考えている者を対象とした入試。

入試方式（前期3教科型、前期2教科型、共通テストプラス型、後期）に従って、学科・専攻での学修に

関係の深い科目や自らが得意とする科目を選択（一部の入試方式、学科・専攻では必須もあり）して受験

する入試である。 

 

共通テスト利用入試 

 大学入学共通テストの教科（科目）のうち、本学が指定した教科（科目）を利用する入試。 

 様々な分野において培った基礎学力を活かし、大学入試センターが実施する大学入学共通テストを利用

して入学を希望する者を対象とした入試である。 

 

公募制推薦入試 

 高等学校で身につけた基礎学力や思考力を問う入試。 

 日本語や英語の知識と運用能力、分析的認識力、論理的思考力を持ち、それらを大学での専門的学修に

活かしていこうと考えている者を対象とした入試である。所属学校長による推薦を受けた者を対象とす

る。 

 

AO入試 

 本学での勉学を強く希望し、第一志望として入学を志す者を対象とした専願制入試。大学の理念を理解

し、その理念を促進、発展させることに貢献できる能力や個性を持つ者の入学を期待する。 

 AO入試Ⅰでは、高等学校でのバランスのとれた学習成果を背景に課外活動や資格取得、検定試験など

で優れた実績を挙げた者を対象とする。 
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 AO入試Ⅱでは、本学入学後の専門教育に対する適性と学修意欲を持つ者を対象とする。 

 AO入試Ⅰ・Ⅱ共に、全学科・専攻共通の課題で入学前指導（フォローアップ）を実施する。 

 

指定校制推薦入試 

 本学が教育的連携を強化している高等学校に所属する者を対象とした入試。 

 本学での学修を第一希望とし、高等学校での学習において優秀な成績を収め、所属学校長による推薦を

受けた者を対象とする。高等学校と大学との教育的連携を重視し、全学科・専攻共通の課題で入学前指導

（フォローアップ）を実施する。 

 

特別選抜入試 

 社会人、外国人留学生及び帰国生徒を対象とした入試。 

 実社会や異なる文化的背景をもつ国で獲得した豊かな経験を基にして、本学において専門性の高い知識

や技術を身につけようと考えている者を対象としている。 

 

編入学試験 

 他大学などで培った基礎的学力に加え、各専門分野の基礎的技術、基本的知識をすでに十分修得してお

り、本学において一層高い専門知識と技術の習得をめざしている者を対象とした入試である。 

 

＜各学科・専攻のアドミッション・ポリシー＞ 

 大学公式ウェブサイトでご確認ください。 

 https://www.aasa.ac.jp/examination/policy/faculty.html?id=QuickNavi 

  


